優れた技能者表彰要領

（目的）

第１条　この要領は、優れた技能者を表彰することにより、広く社会一般に技能尊重の気

風を浸透させ、もって技能者の地位及び技能水準の向上を図ることを目的とする。

（表彰者及び被表彰者）

第２条　表彰は、知事が、次の各号のすべてに該当する者について行う。

（１）表彰に係る分野において、県内屈指の優れた技能を有すると目される者
（２）技能検定職種については、一級又は単一等級技能検定に合格した者もしくは同等以上の技能を有すると認められる者

（３）現に、表彰に係る技能を要する職業に従事している者

（４）技能を通じて、後進の育成に寄与したこと、技能に関する工夫改善等によって生産性を向上させたこと等により労働者の福祉の増進及び産業の発展に寄与した者

（５）他の技能者の模範と認められる者

（６）過去に国、県の技能に関する表彰を受けていない者

（表彰の方法）

第３条　表彰は、毎年１回、表彰状を授与して行うものとする。

（被表彰者の選定）

第４条　表彰を受ける者は、市町村長が推薦した者及び関係団体等が推薦した者のうちか

ら、知事が選定する。

２ 前項の推薦は、様式１の推薦書により行うものとする。

３ １回の表彰における被表彰者は、原則として各職種につき１名を超えないものとする。

（技能者表彰選考委員会）

第５条　知事は、前条の規定により選定を行うに当たっては、これを公正かつ適正に行う

ため、技能者表彰候補者選考委員会を設置し、その意見を聞くものとする。

２ 技能者表彰選考委員は、学識経験のある者のうちから、その都度知事が委嘱する。

（雑則）

第６条この要領に定めるもののほか、この要領の実施に関し必要な事項は、別に定める。

附則

この要領は、平成１３年８月２２日から適用し、改正前の優れた技能者表彰要領は、

廃止する。

附則
　この要領は、平成２１年３月１１日から適用する。

附則

　この要領は、平成２１年６月３日から適用する。

